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１ 第７回策定協議会（10/27）における御意見等
 「管理職に占める女性職員の割合」について、目標値が１０％となっているが、国全体では、３０％程度の登用率を目

指されている。ダイバーシティは活力の根源だと思っており、審議会においても大事なことだと思うので、引き続き

女性登用を進めていただきたいと思う。

 傾向としてではあるが、男女それぞれに優れている分野があると思う。女性の積極登用と得意な能力のバランスを

図っていく必要がある。女性も頑張りたいと思う。

 当事者から意見をもらう場合と、支援や運営側に意見をもらう場合と、その時々の目的に応じて、意見をいただくべ

きだと思う。

 定型業務は出来るだけ省力化して、その分のリソースを対人的なサービスに重点的に割り当てるというのは、とても

重要だと思う。

 「農山村と都市の共存共栄」について、広域的な山口市という市域を考えたときに、まさにそうだという印象を持っ

ている。２１地域ごとに抱えている地域課題は異なる。その異なる課題をひとくくりに整理するのではなく、しっかり

区分して考えるべきだと思う。

 広域道路ネットワーク形成と歩いて暮らせるまちづくりの両立が必要と思う。また、歩いて暮らせるまちづくりでは、

二次交通の充実が必要だと思う。そのため、公共交通の維持・確保に留まることなく、ネットワーク全体の再構築や形

成というかたちで位置づけていただきたいと思う。

 教育分野と、子育て分野は一体的なものだと思う。幼稚園・保育園は一体的になっており、「子どもの居場所づくり」

や、放課後児童クラブ、放課後等デイサービスは、学校と密接につながっている。ヤングケアラーの問題は、不登校を

始めとした学校の課題にもつながっていくと思う。また、特別な配慮が必要な子どもたちが不登校になる問題につい

ては、福祉分野との連携も大切になる。こうしたことに対応するためのワンストップ窓口の設置や行政内部の連携が

必要だと思う。

 農山村エリアでは、通学手段や塾がないなどの学校教育の周辺環境の課題があると思う。とりわけ、過疎地域におい

ては、こうした点に配慮した検討が必要だと思う。 1
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 自治会の課題として、自治会加入率の低下や担い手不足がある。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ

り、総会や祭り、健康づくり活動などの制限がなされ、住民同士のつながりが希薄化していると思う。

 理想の地方都市は、イタリアのトスカーナ州シエナのような、都市部と農村が一体となって、豊かな生活をしているま

ちであると思う。そのカギは、「テリトーリオ（都市と周辺の田園や農村が密接に繋がり支え合って、共通の経済・文化のアイデンティティを持

ち、個性を発揮してきたまとまり） 」と「コモンズの精神（社会関係資本を地域で共有すべき価値として人々に認識させ行動させる価値概念、すなわ

ち、共有財産に誇りを持つこと、郷土愛） 」を持つことであり、これは、世界共通の法則なのではないかと思う。

 今の若者が就職に際して大切にしている価値観のひとつに、「家族や地元への愛着」や「帰りたいと思える場所であ

る」ということもあると思う。在学や転勤で山口に住んだことのある人にとって、山口がいつまでも心に残る「第２の

ふるさと」となることができれば、一度転出した方を呼び戻すことができると思う。

 今は、人間が生きやすく、豊かに暮らせる社会になったが、持続可能性が失われつつあるのではないかと思う。持続

可能性をしっかりと考えていく必要があると思う。そのひとつとして、脱炭素を進めていくことは持続可能なまちづ

くりにつながり、若者や子どもたちにもよいまちを残していくことにつながると思う。

 総合計画は、総花的な計画にならざるを得ない部分もあるが、新しさや山口らしさ、山口市の魅力をアピールしつ

つ、未来の山口市のビジョンを押し出していけるかたちとなれば良いと思う。

 山口市の道路の混雑は、県庁と市役所職員の通勤による影響が大きいと思う。持続可能な県都の未来を目指すため

に、まず、市職員等が車通勤を抑制するような試行が必要と思う。次世代も「ずっと元気」なまちにしていきたいと思

う。

 自治会加入率の低下について、自治会役員等の若者や女性の割合は低いのではないかと思う。若者や女性の参画が

図られるようなインセンティブの検討をすることで、あらゆる世代が自治会活動に参加しやすくなると思う。
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２ 脱炭素先行地域の選定について

本年１１月１日

脱炭素先行地域に選定！
全国４６か所の１つに

（資料）環境省
3



YAMAGUCHI CITY

（資料）環境省

５か年計画。
今後、毎年度必要な
予算を計上していく。

4
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３ 市民参画による策定体制の状況
（１）共につくる未来懇話会（障がい福祉分野）

開催日時 ： 令和４年１０月５日（水）

対 象 ： 身体障がい、視覚障がい、聴覚障がい、オストメイト、知的障がい児の保護者などの団体代表者

テーマ等 ： 日頃の生活の中で必要と感じるバリアフリーや安心して暮らすための仕組み等について

参加人数 ： ８名

主な御意見（抜粋）

• 物事を決定する際に、こうした未来懇話会のようなかたちで引き続き相談をしていただきたい。私たち
障がい者のことを、私たち抜きで決めないでほしい。何かを決める前には一言でいいので、問いかけを
していただきたいと思う。

• 障がいのない健常者が、障がい者を支援しようとしたときに、親切心から色々してくれるが、言い方は
悪いけれど、当事者にとってずれた支援になっていることがある。当事者を巻き込んだ計画の策定をお
願いしたい。

• 市中央部の市街地においても、地域交流センターに期日前投票所を設置してほしい。

• 「あいサポート運動（障がいの内容・特性や障がいのある方が困っていること、配慮の仕方や手助けの方
法を知って実践する運動）」の取組を山口市でも広げていただきたいと思う。また、障がいに関する相
談に応じてくれる事業所が増えるともっと住みやすい山口になると思う。

• 就労希望者が１００％就労できるよう、障がい者の就労支援の充実に力を入れてほしい。

• 阿東地域や徳地地域から人工透析のために総合病院に通院するのに苦労している状況が改善されると
よいと思う。

5
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実施時期

対 象

実施方法

回 答 数

回 答 率

令和４年８月３１日 ～ ９月１６日

１８歳未満の子どもを持つ市民の方 約３，０００人（無作為抽出）

Web調査 （郵送で依頼、Webから回答）

1,34１件

４３．５％

子育て世代に関しては、
Web調査に特化したことで、
紙・Web併用で実施している
まちづくりアンケート(毎年度実施)よりも

回答率 １５．６ポイント ＵＰ！
（参考：令和３年度まちづくりアンケート

18-49歳の回答率 ２７．９％）

（２）市民意識調査の実施
① 子育て世代アンケート
ア 概要
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１０代

0.4%

２０代

4.3%

３０代

34.2%

４０代

48.6%

５０代

12.0%

６０歳以上

0.5%

n=1,341

イ 集計結果（抜粋）

（問１）あなたの年齢は次のうちどちらですか。 （問２）あなたのお子さんは何人いますか。

１人

17.7%

２人

46.5%

３人

26.6%

４人

7.6%

５人

1.3%

６人以上

0.3%

n=1,341
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（農山村エリア）
仁保、小鯖、鋳銭司、名田島、秋穂二島、佐山、秋穂、徳
地、阿東の９地域

（市街地エリア）

＜参考＞居住地域と子どもの数の関係性

１人

20

16.7%

２人

39

32.5%

３人

43

35.8%

４人

16

13.3%

５人

1

0.8%

６人以上

1

0.8%

n=120

１人

217

17.8%

２人

585

47.9%

３人

314

25.7%

４人

86

7.0%

５人

16

1.3%

６人以上

3

0.2%

n=1,221

8
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（問３）あなたのお子さんの年齢を教えてください。

11.84%

14.69%

17.05%

17.58%

16.89%

13.74%

8.20%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

０～２歳

３～５歳

６～８歳

９～１１歳

１２～１４歳

１５～１７歳

１８歳以上

n=3,049

核家族

1034

77.1%

多世代家族

202

15.1%

ひとり親世帯

105

7.8%

n=1,341

（問４）あなたが同居・隣居している
方を全て選んでください。

（回答結果から３つに分類）

9
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15.3%, 31

18.0%, 186

19.0%, 20

42.1%, 85

47.7%, 493

43.8%, 46

42.6%, 86

34.3%, 355

37.1%, 39

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

多世代家族

核家族

ひとり親世帯

１人 ２人 ３人以上
n=1,341

＜参考＞家族構成と子どもの数の関係性

＜参考＞子どもから見た祖父母の居住地と子どもの数の関係性

15.9%, 31

15.2%, 99

22.2%, 80

43.1%, 84

48.2%, 314

46.7%, 168

41.0%, 80

36.6%, 238

31.1%, 112

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同居・隣居

山口市内

山口県内

１人 ２人 ３人以上n=1,206
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１５分以内

844

33.3%

１５分～３０分

770

30.4%

３０分以上

603

23.8%

通勤はない

317

12.5%

n=2,534

（問５）自宅から職場までの通勤時間を教えてください。

11
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17.9%, 56

17.6%, 181

43.5%, 136

47.5%, 488

38.7%, 121

34.9%, 359

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３０分以上

３０分以内

１人 ２人 ３人以上
n=1,341

＜参考＞通勤時間と子どもの数の関係性

12
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（問６）父親の仕事がある日の家事・育児時間を教えてください。

１時間未満

43.51%

１～２時間

32.59%

２～３時間

13.29%

３～４時間

5.22%

４～５時間

2.85%

５時間以上

1.74%

その他

0.79%

n=632

１時間未満

61.63%

１～２時間

20.14%

２～３時間

9.55%

３～４時間

2.78%

４～５時間

1.04%

５時間以上

1.04%
その他

3.82%

n=576

（父親が思う自分の育児時間）（母親から見た父親の育児時間）
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19.4%, 107 

14.3%, 90 

47.5%, 262 

46.7%, 294 

33.0%, 182 

39.0%, 246 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１時間以上

１時間未満

１人 ２人 ３人以上

n=1,181

＜参考＞子どもの数と父親の家事・育児時間の関係性

子どもの数と父親の家事・育児時間の関係性には、有意な差は見られなかった。

（「その他」を除いている。）
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自宅

730

26.1%

習い事

650

23.2%放課後児童クラブ

531

19.0%

放課後子ども教室（大内子

ども夢クラブなど）

356

12.7%

祖父母や友人・知人宅

213

7.6%

その他

211

7.5%

児童館

65

2.3%

放課後等デイサービス

42

1.5%

n=2,798

（市街地エリア）

（問７）あなたは、小学生のお子さんを放課後どのよう
な場所や施設で過ごさせたいと思いますか。
（最大３つまで）

自宅

799 

26.0%

習い事

701 

22.8%

放課後児童クラブ

594 

19.4%

放課後子ども教室（大内子

ども夢クラブなど）

391 

12.7%

祖父母や友人・知人宅

229 

7.5%

その他

236 

7.7%

児童館

72 

2.3%

放課後等デイサービス

47 

1.5%

n=3,069

自宅

69

25.5%

放課後児童クラブ

63

23.2%習い事

51

18.8%

放課後子ども教室（大内子ど

も夢クラブなど）

35

12.9%

その他

25

9.2%

祖父母や友人・知人宅

16

5.9%

児童館

7

2.6%

放課後等デイ

サービス

5

1.8%

n=271

（農山村エリア）
仁保、小鯖、鋳銭司、名田島、秋穂二島、佐山、秋穂、徳地、阿東の９地域

15
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ウ お子さんを連れて安心して過ごせるおすすめスポットランキング（自由記入）

順位 おすすめスポット 得票数

１ 維新公園 ３２９

２ 中央公園 ２３０

３ 山口きらら博記念公園 １６４

４ 児童館・児童センター ７１

５ 亀山公園 ６０

６ 河原谷公園 ５０

７ ゆめタウン ３９

８ 藤尾山公園 ２６

９ 船方農場 １1

１０ ＫＩＤ'ｓ ＵＳ.ＬＡＮＤ
（フジグラン内の子供の室内遊園地）

１０

１０ みほり峠 １０

１０ てとてと １０

市内編

順位 おすすめスポット 所在地 得票数

１ ときわ公園 宇部市 ６１

２ 徳山動物園 周南市 ３５

３
秋吉台自然動物公園

サファリランド 美祢市 ３０

４ ふくふくこども館 下関市 ２４

４ メバル公園 防府市 ２４

６ 海響館 下関市 ２２

７ 長門おもちゃ美術館 長門市 １４

８ キッズパークＣｏｔｔｏｎ 下松市 １０

９ イオンタウン防府 防府市 ９

１０ あそぼー舎 萩市 ５

県内編 （山口市を除く）

16



YAMAGUCHI CITY

エ 自由記入における主な意見

 親同士のコミュニケーションや気軽に情報共有・相談ができる場（オンラインでの交流ページ、SNSグループなども含む）

がほしい。すでにあるのであれば、その情報がほしい。

 市内や県内のいろいろな公園がまとめて紹介されたマップがあればいいなと思う。

 小さな子どもを連れて遊べる場所や、親子や家族で参加できて一緒に楽しめるイベントがもっとたくさんあれば嬉しい。

また、そうした場所やイベント情報がわかりやすくまとめられたWebサイト等があれば嬉しい。

 山口市以外のイベントも知りたいので、「ここを見れば山口県内の子育て関連のイベントを全部網羅できる」というWeb

サイトがあると嬉しい。

 市が子育てに関してどのようなサポートをされているのかもっと知りたいので、情報発信を幅広くしていただきたい。

 市内の施設やお店における、授乳スペースやおむつ替えスペースがあるかなどの情報がわかるWebサイト等があればい

いなと思う。

【情報発信に関する意見】

など

17
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 山口市中心商店街のアーケードは、日中は車両通行止めであるため、未就学児でも安心して散歩させられる環境であり

大変助かっている。この環境は維持していただきたい。

 駅通りから市役所に向かう道には、地上に信号付き横断歩道がなく、地下道を通らなければならない箇所があり、ベビー

カーや子どもを乗せた自転車での移動において非常に不便である。地上での移動で完結できるようにしていただけると

助かる。

 ベビーカーでも安心して歩ける歩道の整備や、安全な通学路の確保に向けた整備をお願いしたい。

 車がないと子どもの習い事なども制限されるので、徒歩や自転車でも快適に過ごせるまちにしてほしい。

 車を使わずとも子育てがしやすくなるように、バスや電車の本数を増やしてほしい。

 家族で過ごせるような大型商業施設や、子どもが遊べる室内スペース、ショッピング、フードコート、病院などが揃った都

市型の総合商業施設がほしい。

 子どもが安心して遊べる場所を増やしてほしい（プレイパーク、アスレチック、公園、雨天時や真夏日でも遊べる屋内施設

など）。

 公園などに授乳室やおむつ替えシートを増やしてほしい。特に、おむつ替えシートについては、父親も利用な形が望まし

い。

 子どもがまだ0歳なので、飲食店に行っても子どもを寝かせるところが少なく行きにくい。個室や、子供を寝かせられる

座敷がもっとあると嬉しい。

【道路、交通、子どもの遊び場等に関する意見】

など
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 買い物などの1～2時間程度の間だけ子どもを一時的に預けられる場所がほしい。

 夏休みなどの長期休暇に子どもを預けやすいところがあればいいと思う。平日の夕方からなら、祖父母の家に預けたり

留守番させたりできるが、夏休みなど、一日中預けることはできず、困っている。

 放課後児童クラブに小学生高学年も通えるようにしてほしい。

 山口市での子育てには概ね満足しているが、病児保育を更に充実していただけると、働きながらの子育てがもっとしや

すくなるのではないかと思う。

 保育園が入りにくい。他市のように事前予約ができたり、兄弟が一緒になるよう配慮してほしい。

 徳地地域にも幼稚園を作ってほしい。徳地にも保育園はあるものの、専業主婦であるため入れることができず、防府市内

の幼稚園に入れている。せっかく徳地で子育てしているのにと思っている。

【一時預かりや保育園等に関する意見】

など
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 ミルクやおむつ、習い事にかかる費用への支援など、子育てに関する金銭面での支援がほしい。

 第二子以降保育料無料など、多子世帯への支援がほしい。子育てにかかる費用がネックとなり第二子以降の出産を諦め

る人も多いのではないか。たくさん子どもがいる家庭は普通に生活するだけでもお金もかかるので、ちょっとしたことで

かなり助かると思う。

 高校生の子育てのしやすさにも配慮してほしい。

 子どもの医療費について、無償化が進んできたことがとてもありがたい。子供を産んで育てることはとても大変である

が、支えられていると感じている。児童手当がなくなり教育費の負担が大きくなる高校（１８歳）まで無償化を拡大してい

ただけるとさらにありがたい。

 共働きでも安心して子育てができるように、共働き家庭への支援がほしい。共働きは、専業主婦家庭に比べて、家庭学習

や習い事がしづらく、学力に差が生まれないか不安に感じている。

 出産お祝い品やお祝い金があれば嬉しい。

 小学校入学前における事前準備金等の給付や、小学校入学時における、傘や防犯ブザー、通学帽子、ランドセル等の支給

があったら嬉しい。

 保育園の保育料について、収入に関係なく無料にしてほしい。

 市内施設の利用における、子育て世帯への利用料割引があればいいなと思う。

【経済的な負担軽減に関する意見】

など
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② 大学生意識調査
ア 概要

実施時期

対 象

実施方法

回 答 数

令和４年１０月５日 ～ １０月２１日

山口大学、山口大学大学院、山口県立大学、山口県立大学大学院、

山口学芸大学、山口学芸大学大学院、山口芸術短期大学に通う学生

約１１，０００人

Web調査 （メール等により依頼、Webから回答）

１，２０８件
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イ 集計結果（抜粋）

（問１）あなたの性別は次のうちどちらですか。 （問２）あなたの通っている大学は次のうち
どちらですか。

男

406

33.6%

女

796

65.9%

無回答

6

0.5%

山口大学

714

59.1%
山口大学大学院

134

11.1%

山口県立大学

178

14.7%

山口県立大学

大学院

10

0.8%

山口学芸大学

89

7.4%

山口芸術短期大学

82

6.8%

その他

1

0.1%

n=1,208 n=1,208
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（問３）あなたの大学進学直前（高校時等）の
お住まいは次のうちどちらですか。

（問４）あなたの現在のお住まいは
次のうちどちらですか。

山口市内

163

13.5%

山口県内

329

27.2%山口県外

635

52.6%

国外

81

6.7%

山口市内

876

72.5%

山口県内

316

26.2%

山口県外

16

1.3%

n=1,208 n=1,208
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（問５）あなたは、大学卒業後に山口市や
山口県に住みたいと思いますか。

住みたい

293

24.3%

どちらかというと

住みたい

284

23.5%

どちらかというと

住みたくない

382

31.6%

住みたくない

249

20.6%

（山口県内出身）

（山口県外出身）

住みたい

237

48.2%

どちらかというと

住みたい

155

31.5%

どちらかというと

住みたくない

74

15.0%

住みたくない

26

5.3%

住みたい

56

7.8%

どちらかというと

住みたい

129

18.0%

どちらかというと

住みたくない

308

43.0%

住みたくない

223

31.1%

n=1,208

n=492

n=716

山口大学、山口県立大学、山口学芸大学、山口芸術短期大学の

山口県内就職率（※） ：３８．４％

（※）卒業生（就職内定者）のうち県内就職内定者の割合（令和４年３月末時点）

＜参考＞

４７．８％

大学卒業後も山口に住みたいと思う人は約５０％いる中、
県内就職率は約４０％であり、約１０ポイントの差がある。

大学卒業後も
山口に住みたいと思う人

いかに１０ポイントの差を埋めていくかが重要

ギャップ

約１０ポイント
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＜参考＞大学別、卒業後の山口居住希望と県内就職率の比較

n=848 n=171n=188

住みたい

156

18.4%

どちらかというと

住みたい

191

22.5%
どちらかというと

住みたくない

301

35.5%

住みたくない

200

23.6%

住みたい

48

25.5%

どちらかというと

住みたい

41

21.8%

どちらかというと

住みたくない

58

30.9%

住みたくない

41

21.8%

住みたい

89

52.0%どちらかというと

住みたい

51

29.8%

どちらかというと

住みたくない

23

13.5%

住みたくない

8

4.7%

４０．９％

大学卒業後も
山口に住みたいと思う人

２７．７％

山口県内就職率
１３．２ポイント

８１．８％

大学卒業後も
山口に住みたいと思う人

９１．１％

山口県内就職率
－９．３ポイント

４７．３％

大学卒業後も
山口に住みたいと思う人

４２．７％

山口県内就職率
４．６ポイント

山口大学 山口学芸大学山口県立大学

ギャップ ギャップギャップ
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（問６）あなたが就職したいと思う地域は
どこですか。

（問７－１）あなたが山口県内に就職したいと
思う理由は何ですか。

（問７－２）あなたが山口県外に就職したいと
思う理由は何ですか。

山口県内

372

30.8%

広島県

91

7.5%福岡県

134

11.1%

大阪やその近郊

78

6.5%

東京やその近郊

119

9.9%

その他

122

10.1%

わからない

292

24.2%

8

12

17

26

78

100

131

0 50 100 150

山口に自分の能力を活かせる職場があるから

その他

山口に希望する企業や職種があるから

山口に友人・知人が多いから

山口に愛着があるから

山口での生活環境・自然環境が自分に合っているから

山口に家族がいるから

18

28

82

100

101

215

0 100 200 300

県外に自分の能力を活かせる職場があるから

その他

県外に遊べる場所が多いから

県外に希望する企業や職種があるから

県外での生活環境・自然環境が自分に合っているから

県外出身であり、地元に愛着があるから

n=1,208

n=372

n=544 26
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（問８）あなたが休日、よく遊びに行く場所はどこですか。

山口市内

416

34.4%

山口県内

527

43.6%

広島県

58

4.8%

福岡県

168

13.9%

その他

39

3.2%

n=1,208
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（問９）あなたは、山口県内でどのように余暇（暇なとき）を過ごすことが多いですか。

636

618

394

343

318

304

296

214

186

187

166

164

136

118

109

102

55

42

39

39

30

29

27

26

20

17

16

16

14

10

9

6

4

3

3

0 100 200 300 400 500 600 700

動画鑑賞

スマホ

カラオケ

ドライブ

ショッピング

友人の家でおしゃべり

カフェ

映画館

読書

室内でのゲーム（スマホゲームを除く）

博物館、美術館、図書館

温泉、サウナ

居酒屋などでの飲み会

スポーツ・運動

料理、お菓子づくり

サイクリング

ゲームセンター

ランニング

スポーツ観戦

ＢＢＱ

登山

釣り

その他

キャンプ

公営ギャンブル

フィットネスジム

ボウリング

ビリヤード、ダーツ

まんが喫茶

パチンコ、パチスロ

バッティングセンター

ゴルフ

サバゲー

スキー、スノーボード

ＳＵＰなどのマリンスポーツ
n=4,696

＜参考＞京都学生広報部※による学生へのアンケート結果
１位：ランチ／カフェ／ディナー
２位：ショッピング
３位：映画鑑賞
４位：カラオケ
５位：ゲーム
（その他）ダーツ、ビリヤード、麻雀、アニメ、

神社仏閣巡り、サウナ

※公益財団法人大学コンソーシアム京都と京都市の協働事業。
京都の大学生のリアルなライフスタイル紹介メディア「コトカ
レ（https://kotocollege.jp/）」を開設し、京都で学ぶ大学
生が企画・取材した記事を発信している。

28
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（問１０）あなたが、山口にもっとあればいいなと思う遊び・余暇機能や施設は何ですか。

12

22

31

37

46

51

83

249

338

339

0 50 100 150 200 250 300 350 400

ボウリング場

アーバンスポーツ施設（ＢＭＸ、スケートボード、スポーツクライミングなど）

その他

特にない（現状のままでよい）

アウトドア・レジャー施設（キャンプ場、アスレチックなど）

ゆっくり過ごせるカフェ

大型書店

体を動かせるアミューズメント施設

映画館

アパレルショップや雑貨店などの商業施設

n=1,208
29
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（問１１）あなたは、以下の山口市内の場所や施設に行ったことがありますか。

① 中心商店街、山口県立美術館、山口県立山口図書館などのエリア

② 湯田温泉街

③ 国宝瑠璃光寺五重塔

④ 常栄寺雪舟庭

⑤ 一の坂川（ほたるや桜の名所）

⑥
ＹＣＡＭ・山口市立中央図書館・中央公園・
スターバックス山口市中央公園店などのエリア

⑦
山口市産業交流拠点施設「ＫＤＤＩ維新ホール」
または山口市民会館でのコンサートなどのイベント

⑧ 山口七夕ちょうちんまつり

⑨ 山口祇園祭

⑩ ワイルドバンチフェス

⑪ あいおえび狩り世界選手権大会

⑫ レノファ山口ＦＣの試合

⑬ 阿東のりんご狩り

⑭
道の駅（「仁保の郷」、「あいお」、「きららあじす」、
「長門峡」、「願成就温泉」）

⑮ 大原湖（おおはらこ）キャンプ場

⑯ 重源の郷（ちょうげんのさと）

n=1,208

80.1%, 968人

90.0%, 1,087人

62.9%, 760人

20.0%, 242人

54.9%, 663人

79.6%, 961人

38.7%, 468人

38.1%, 460人

11.5%, 139人

11.0%, 133人

1.9%
23人

14.8%, 179人

19.5%, 235人

51.2%, 618人

5.5%
66人

11.6%, 140人

15.1%, 183人

8.7%
105人

26.6%, 321人

43.0%, 520人

17.4%, 210人

13.0%, 157人

42.3%, 511人

43.5%, 525人

46.4%, 561人

58.9%, 712人

21.3%, 257人

71.9%, 868人

29.4%, 355人

18.6%, 225人

15.8%, 191人

20.7%, 250人

4.7%
57人

1.3%
16人

10.5%
127人

36.9%, 446人

27.7%, 335人

7.5%
90人

19.0%, 229人

18.5%, 223人

42.1%, 508人

30.0%, 363人

76.8%, 928人

13.3%, 161人

51.2%, 618人

30.2%, 365人

78.7%, 951人

67.7%, 818人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行ったことがある 知っているが行ったことはない 知らない 30



YAMAGUCHI CITY

＜参考＞上記（問１１）の大学別比較

① 中心商店街、山口県立美術館、山口県立山口図書館などのエリア

② 湯田温泉街

③ 国宝瑠璃光寺五重塔

④ 常栄寺雪舟庭

78.9%, 135人

95.7%, 180人

76.9%, 652人

18.1%, 31人

3.7%
7人

17.1%, 145人

2.9%
5人

0.5%
1人

6.0%
51人

山口学芸大学

山口県立大学

山口大学

91.5%, 776人

92.6%, 174人

80.1%, 137人

7.1%
60人

7.4%
14人

17.5%
30人

1.4%
12人

0.0%
0人

2.3%
4人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

67.8%, 116人

70.7%, 133人

60.1%, 510人

28.7%, 49人

26.1%, 49人

26.3%, 223人

3.5%
6人

3.2%
6人

13.6%, 115人

山口学芸大学

山口県立大学

山口大学

16.7%, 142人

33.0%, 62人

22.2%, 38人

39.6%, 336人

56.9%, 107人

45.0%, 77人

43.6%, 370人

10.1%, 19人

32.7%, 56人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学
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⑤ 一の坂川（ほたるや桜の名所）

⑥
ＹＣＡＭ・山口市立中央図書館・中央公園・
スターバックス山口市中央公園店などのエリア

⑦
山口市産業交流拠点施設「ＫＤＤＩ維新ホール」
または山口市民会館でのコンサートなどのイベント

⑧ 山口七夕ちょうちんまつり

48.1%, 408人

81.4%, 153人

59.1%, 101人

17.2%, 146人

14.4%, 27人

21.6%, 37人

34.7%, 294人

4.3%
8人

19.3%, 33人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

35.3%, 299人

39.9%, 75人

55.0%, 94人

41.4%, 351人

47.9%, 90人

40.4%, 69人

23.3%, 198人

12.2%, 23人

4.7%
8人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

33.1%, 281人

55.9%, 105人

43.3%, 74人

43.8%, 371人

38.3%, 72人

48.0%, 82人

23.1%, 196人

5.9%
11人

8.8%
15人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

75.7%, 642人

93.1%, 175人

84.2%, 144人

14.6%, 124人

6.4%
12人

12.3%, 21人

9.7%
82人

0.5%
1人

3.5%
6人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学
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⑨ 山口祇園祭

⑩ ワイルドバンチフェス

⑪ あいおえび狩り世界選手権大会

⑫ レノファ山口ＦＣの試合

7.2%
61人

18.1%, 34人

25.7%, 44人

42.6%, 361人

55.3%, 104人

56.1%, 96人

50.2%, 426人

26.6%, 50人

18.1%, 31人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

9.7%
82人

14.9%, 28人

13.5%, 23人

56.8%, 482人

57.4%, 108人

71.3%, 122人

33.5%, 284人

27.7%, 52人

15.2%, 26人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

1.1%
9人

3.2%
6人

4.7%
8人

19.1%, 162人

22.3%, 42人

31.0%, 53人

79.8%, 677人

74.5%, 140人

64.3%, 110人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

14.9%, 126人

11.2%, 21人

18.7%, 32人

70.3%, 596人

78.2%, 147人

73.1%, 125人

14.9%, 126人

10.6%
20人

8.2%
14人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学
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⑬ 阿東のりんご狩り

⑭
道の駅（「仁保の郷」、「あいお」、「きららあじす」、
「長門峡」、「願成就温泉」）

⑮ 大原湖（おおはらこ）キャンプ場

⑯ 重源の郷（ちょうげんのさと）

14.7%, 125人

20.7%, 39人

41.5%, 71人

27.2%, 231人

35.1%, 66人

33.9%, 58人

58.0%, 492人

44.1%, 83人

24.6%, 42人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

45.5%, 386人

57.4%, 108人

71.9%, 123人

18.9%, 160人

19.7%, 37人

16.4%, 28人

35.6%, 302人

22.9%, 43人

11.7%, 20人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

5.1%
43人

6.4%
12人

6.4%
11人

13.4%, 114人

17.6%, 33人

25.7%, 44人

81.5%, 691人

76.1%, 143人

67.8%, 116人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学

9.3%
79人

13.8%, 26人

20.5%, 35人

17.5%, 148人

23.4%, 44人

33.9%, 58人

73.2%, 621人

62.8%, 118人

45.6%, 78人

山口大学

山口県立大学

山口学芸大学
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所有していな

い

647

53.6%

所有している

561

46.4%

（問１２）あなたは自動車またはバイクを
所有していますか。

（問１３）あなたは自動車またはバイクを
所有していないことで不便さを
感じていますか。

不便と感じる

523

80.8%

特に不便と

感じない

124

19.2%

n=1,208 n=647
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（問１４）あなたは山口市内で以下の交通手段をどのくらいの頻度で使っていますか。

鉄道（新幹線を除く）

バス

タクシー

シェアサイクル

レンタカー

10.2%, 123 9.2%, 111

4.2%
51

30.0%, 362

13.7%, 165

5.2%
63

1.6%
19

3.2%
39

50.6%, 611

81.1%, 979

93.8%, 1132

97.2%, 1173

96.0%, 1159

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど毎日使っている １週間に１回程度 １か月に１回程度 ほとんど使っていないn=1,208
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重要度の順位 まちづくりの分野

1 災害対策

2 保健・医療

3 公共交通の充実

4 子育て支援

5 高齢者福祉

6 就労環境の充実

7 交通安全・防犯対策

8 社会保障制度

9 障がい者福祉

10 学校教育の充実

11 道路交通網の整備

12 消防・救急体制

13 地域福祉

14 公正、確実な事務と市民サービスの向上

15 都市機能・住環境

16 商工業、サービス業の振興

17 計画的、効果的な行政経営

18 観光の振興

19 農林業の振興

20 下水道等の整備

21 文化の振興

22 自然環境・生活環境

23 市民参画によるまちづくり

24 生涯学習の充実

25 水産業の振興

26 人権意識の向上と男女共同参画

27 スポーツの振興

28 上水道の整備

29 国際化の推進

30 地域活動や市民活動の充実

（問１５）あなたが｢こうであれば良いな｣と思う地域社会の姿は、以下のうちどちらですか。

n=3,363

令和３年度「山口市まちづくりアンケート」における
「重要だと思うまちづくりの分野」の結果

＜参考＞

429

428

377

270

226

220

190

184

150

137

125

122

120

87

81

59

43

37

33

26

15

4

0 100 200 300 400 500

子育て支援が充実している社会

治安が良く、安心して住める社会

公共交通が充実している社会

文化・芸術やスポーツに触れられる機会に恵まれている社会

子どもの教育環境が整っている社会

災害に強い安全安心な社会

あらゆる世代が学びやすい・学べる環境が整っている社会

誰もが自分らしく生きやすい社会

豊かで美しい自然環境が守られている社会

家族や友人とのつながりなど、孤独を感じない社会

人生１００年時代（高齢者福祉）を元気で健康に過ごせる社会

デジタル技術の活用によって生活が便利になっている社会

社会保障制度が整っている社会

都市部に機能が集中したコンパクトな社会

女性が活躍しやすい社会

リモートワークやフレックス勤務など、個人の希望に応じた多様な働き方が可能な社会

若者が起業・創業しやすい社会

地域経済を支える中小企業が元気な社会

地域や国内で安全安心な農林水産物が生産され、地産地消が進んでいる社会

地域活動や市民活動に取り組みやすい社会

脱炭素化が進んだ社会

その他

大学生のランキング 大人のランキング
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 交通の便の改善が必要。学生は自家用車を持たない人も多いので、電車やバスを利用するが、いずれも本数が少なく乗

り継ぎも不便なので困る。例えば、山口市には映画館がないので、防府市まで行かなくてはならないが、お金も時間もか

かるため学生は頻繁に行くことができない。学生の行動の選択肢が交通手段がないことにより減っている。また、山口で

の就職を考えた場合、生活に自家用車が必要となり、車の所有は大きな出費になるので、自家用車がなくても生活しやす

い福岡や広島、大都市圏での就職を希望する人がいると思う。

 山口市内のショッピングモール（例えばゆめタウンなど）は鉄道駅から離れたところにあるため、バスまたは自家用車での

アクセスを余儀なくされ、渋滞の要因ともなっている。鉄道は大量に効率よく人を運べる移動手段であるため、例えば鉄

道駅周辺に商業施設や官公庁を建てるなどし、渋滞緩和を考えた方がいいと思う。

 県内の観光地へのアクセス改善が必要。例えば山口市から萩市に行くのに、鉄道だと何度も乗り換え、直行で行けない。

車を持っていない学生はどこにも遊びに行けない。山口県は魅力が散らばっているのでもったいない。

 自動改札の設置とICカードが使える駅の普及、バスでもICOCAが使えるようになることが必要。

 駅を発展させ、若者向けの店舗や遊べる場所を増やすなど、県外に出なくても遊べるようにする工夫が必要。

 安いレンタカー屋さんを増やすべきだと思う。山口県は、自然、歴史、文化が県内各地に点在しているので、それらに手軽

にアクセスできれば満足感を得られ、若者がもっと住み続けたいと思うようになると思う。

 車が主な移動手段となるため、車の購入や所有における補助があればいいと思う。

 あらゆる交通手段があり、それが夜遅い時間まで動いてくれていると助かる。

 公共交通機関を使うことで何かメリットがあるようなことを考えれば良いと思う。

若者（１０代～２０代）が山口にずっと住み続けたいと思うには、山口に何が必要だと
思いますか？アイデアを自由にご記入ください。

【交通に関する意見】

ウ 自由記入

など
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 娯楽施設の充実が必要（大型ショッピングモール、映画館、スポッチャ・ラウンドワン・ボウリング等の体を動かして遊べる

施設、グランピング施設等の自然体験可能なレジャー施設、夜遅くまで営業しているカフェなど）。

 大学周辺に、飲食店や、映画館・ボウリング等の娯楽施設がほしい。

 アパレルショップが少ない。ネット通販や県外に買いに行く必要があるため、実際に手にとって服を選べるお店がもっと

身近にあればいいと思う。

 温泉や観光地など、観光としての魅力はあると思うが、若者が住み続けることを考えると、商業施設などの便利なものや

若者が好きなものにアプローチしていく必要があると思う。

 新山口駅に直結した駅ビルなどの商業施設や本屋があれば、新幹線や電車を待つ間の暇つぶしにもなるし、新山口駅に

人が集まり活性化にもつながるのでいいと思う。現在の新山口駅は、綺麗なのにそういった商業施設どころかお昼を軽

く食べられるようなお店すらほとんどない。

 このあたりに行けば欲しいものやサービスが何でも揃うというエリアが必要。他の地方都市では駅前などに機能が集中

しており分かりやすい。

 大学生は、時間はあるがお金がないという人が大半なので、お金をあまりかけずに遊べる場所、活動できる場所が必要

だと思う。

 「若者パスポート」を作って、交通機関や飲食店などで割引になるなどの優遇を受けられる仕組みがあればいいと思う。

そしてその情報をSNS(特にInstagram)で積極的に発信していくといいと思う。

 使われていない建物の整備や取り壊しが追いついていないため、景観があまり良くない所がある。 住みやすいことはも

ちろん、地域に愛着が湧くためにも、景観の整備が必要だと思う。

【娯楽・商業施設等に関する意見】

など
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 大企業や、働きやすい制度の整った企業など、若者が働きたいと思う魅力的な会社が山口に増えると、大学卒業後に市

外や県外へ出ていく若者が減り、山口に自然と定着してくれるのではないかと思う。

 自然が豊かで過ごしやすいまちなので、企業が充実していれば若者は増えると思う。

 山口県でも大企業での仕事ができるよう、リモートワークでどこからでも好きな仕事ができる環境が必要。

 山口に住んでいながら福岡や広島で就職できるように、通勤ライナーなどがあればいいと思う。

 編集、デザイン、美術、クリエイティブ系、作家など、もっと幅広い種類の就職先が必要。

 大学生への地元企業の紹介や魅力のPRが必要。どんな企業があるのか、自ら調べる以外に知る機会が少ない。

 若者が結婚して子育てがしたい、と思えるような経済面での支援が必要。

 将来家庭を持っても安心して生活していけるよう、子育て支援をどこよりも充実させて、アピールすることが必要。山口

市がどのような支援を行っているか、どの世代でも知っていることで、前向きな気持ちが生まれると思うし、県外から来

た学生も山口市に残りたくなるのではないかと思うので、さらなる広報活動が必要だと思う。

 子供やその親に対する支援だけではなく、労働者が育休を取得する際に、企業にも支援を行うなど、周辺の環境に対する

支援も必要。

 子育て世代になったときに戻ってきたい、と思えるような魅力ある教育が必要だと思う。

 愛着や思い入れともいうべき「郷土愛」を持ってもらうことが必要。そのために、人格形成に最も影響を与える幼少期に、

山口にしかない魅力(ブランド力)を教え、伝え、体験させるべきだと思う。

 出産や子育てがしやすく、子育て中の親が気軽に入れて頼れるコミュニティや、子どもと様々な体験ができる施設・遊び

場があるといいと思う。

【仕事、子育てに関する意見】
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 山口の魅力を知らない・気づいていない人が多いように感じる。県内出身者のみならず、県外から来た大学生や専門学

生にも知ってもらえるように、山口ならではの魅力をもっと積極的に発信していくべき。

 山口の魅力を若者に向けて発信する手段の充実が必要。学生の多くは、Instagramで、県内における話題のお店や知ら

れていないスポットを紹介しているアカウントをフォローして、休日の出掛け先を決める参考にしている。このようなツー

ルが多くあれば、知らなかった魅力に気付くことができ、住み続けたくなると思う。

 下関の海響館や唐戸市場、岩国の錦帯橋などと比べて、瑠璃光寺の知名度が低い気がする。県内で三つしかない国宝の

建造物の一つでもあるし、素敵な場所なのだからもっとアピールしてもいいと思う。

 もっと人と人がつながりを持つことができればいいと思う。現在は、近所の方と接する機会がほぼゼロ。近所に農作物を

作られている方がおり、関わりたいなと思うが、なんとなく関わりづらい。人とのつながりによって、幸せを感じられて、

地域に愛着もわくようになると思う。

 最近大学内にマンションが建てられたが、大学生専用のマンションだけではなく、地域の方と大学生とが一緒に住んで、

相互に助け合うことができるマンションやアパートができたらいいと思う。

 「山口県が嫌だから」という理由ではなく、県外に住んだことがなく、他の土地での暮らしにも興味があるので県外に住ん

でみたいという気持ちがある。10代～20代が住み続けたいと思う地域づくりだけでなく、「戻ってきたい」と思える地域

づくりも必要。たしかに、10代～20代の定住を促せないと若年人口が流出するかもしれないが、一度県外に出た若者が

30代くらいで戻ってくるという流れを生み、人口を維持するという形も方向性の一つなのではないかと思う。

【情報発信、地域とのつながり等に関する意見】

など
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 若者が魅力を感じる山口にするためには、「新しさ」を取り入れる必要があると思う。山口市内の観光地についても、季節

ごとや数年ごとのリニューアルや新イベントの実施を行うなど、懐かしさや親しみの中にも、新しさや楽しさを感じること

ができたら良いのかなと思う。

 中央公園や維新ホール等でのイベントやマルシェを引き続き開催することが必要。

 山口県が、広島や福岡といった若者が多い県に囲まれている利点を生かし、若者が他県の学生や若い社会人と交流でき

る機会・イベントがもっとあればいいと思う。そうすることで、刺激を受けつつ、山口県独自の魅力に気づくことができる

と思うし、大きな街と呼べなくてもコミュニケーションの活発な明るい県になると思う。

 街灯を増やしてほしい。大学前の通りが暗すぎて、自転車での帰り道がとても危険で怖い。

 豊かな自然が感じられる場所がたくさんある、心の故郷的な田舎らしさを残すことが必要。

 様々な立場にいる人たちの声が、きちんと政策として反映されることが必要。

 山口駅から瑠璃光寺まで、歩いて観光したいと思えるような整備が必要。

 路線が集合しており、新幹線も通る新山口駅付近がもっと賑やかになればいいと思う。若者は「田舎感」満載なまちには

あまり住みたくないと思う。「田舎感」が最も表れるのが駅付近だと思うので、新幹線停車駅であることが疑問に思わな

いような駅になってほしい。

 駅近くをもっと栄えさせてほしい。

 心を動かされる景色に出会ったり非日常感を感じることができること。

 私は生まれも育ちも山口ですが、高校生までは交通手段も限られており、山口の良さを気付くことができていなかった

が、大学生になり、車で自由に県内のいろんなところに行き、いろんな発見があり、山口をもっともっと好きになった。

【その他の意見】

など 42
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令和３年度 令和４年度

R３
１１月 １２月

R4
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

R5
１月 ２月 ３月

全体

庁
内
推
進
体
制

策定
本部
会議
（部長級等）

各部局

庁内
PJ
チーム

市
民
参
画
に
よ
る
策
定
体
制

策定
協議会
(外部委員)

共
に
つ
く
る
未
来
懇
話
会

2
1
地
域

各
種
団
体

子ども
たちの
参画事業

１ 後期基本計画策定のスケジュール

●
第２回
(5/20)

●
策定

パブリック
コメント●

素案
●

最終案
３
月
議
会

６
月
議
会

９
月
議
会

●
第４回
(7/26)

●
第2回
（５/16）

●
第11回

●
第12回

●
第１回
（１１/22）

答申
●●

第１回
（3/25）

12
月
議
会

12
月
議
会

●
骨子案

３
月
議
会

各プロジェクトチーム 随時開催

子育て世代等

各地域づくり協議会や、地域で活動している団体等（若者、女性など）との懇話会の実施

各種団体 開催

作品募集
展示・表彰式審査小・中学校との調整※小・中学生を対象とした

絵画コンクール

●
第3回
(6/2９)

●
第3回
（6/27）

●
第５回
(9/1)

●
第６回
(10/6)

●
第８回
(11/17)

●
第5回
(7/25)

●
第6回
(8/29) 

●
第7回
(10/3)

施策別計画の検討

第４回
（7/4）

●

地域づくり協議会等

●
第10回

(1/23)

●
第９回
(1/２６)

●
第７回
(10/27)

●
第8回
(10/24)

●
第9回
(11/14)
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